
 

 

 

 

賀正  新たな年を迎えるに当たりご挨拶を申し上げます。 

新しい内閣が発足し、アベノミクスで産業界も総体的に潤っていますが、私たちの 

生衛業は一部を除いて厳しい経営状態を続けているのが現状です。つい最近まで国政 

を担ってきた民主党時代には、「仕訳」に遭い、私たちの組織は無くなるところでした。 

組織を挙げての存続運動や、監督官庁の厚生労働省所管課のご努力により存続が決定 

したのは、ご同慶の限りです。 

想えば、今から３４年前に、入職間もなかった私が、環衛法に基づき「財団法人・京都府環境衛生営業

指導センター」の寄付行為（定款）を作成・申請し、役員候補者や各組合、京都府、京都市から寄付金を

頂きに回ったことを思い出します。不思議なことに、この原稿を書く前日にその書類が出てきました。 

                     役員候補者から８９万円、各組合合計３００万、京都市

３００万円、京都府４００万円、協議会残余財産２１１万

円、合計１３００万円で発足をしたのです。当時の野中広

務副知事に無理をお願いし最多額の出捐金と今後の運営

補助金の約束をして頂きました。財団法人は本来多額の財

源からの果実で運営するので、このような金額では財団法

人の許可が下りないのですが、有り難いことに補助金があ

るのを前提に許可が下りたのです。当選間もない伊吹文明

代議士を「環境衛生議員連盟」の中枢の「予算部会」に特

別に推薦しましたが、今や衆議院議長、生衛議員連盟の会

長となられ業界が大いにお世話になっています。 

                 新しく公益法人になって初めての新年を迎えることと

なりました。組合の皆さんと共に心機一転、業界の為に寄

与したいと考えています。 

 

結びに、皆様方のご発展とご活躍を祈念いたしまして、 

私の年頭のご挨拶とさせていただきます。 

 

新春のご挨拶    

山岡景一郎 
伊井 光晴 
碇    薫 
松宮 純子 
山本まり子 

代表理事 

専務理事 

経営指導員 

経営指導員 

主    事 

公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター 

代表理事 山岡景一郎    

指導センターでは、地域で生活に密着した

サービスを提供している、生活衛生営業を

サポートさせていただくため、一層の努力

を重ねてまいります。 

本年も引き続き、ご支援、ご協力をいただ

きますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府民の皆さま、あけましておめでとうございます。 
 

昨年を振り返って 
 
昨年は、台風第１８号や福知山花火大会での事故、通学児

童を巻き込む交通事故など、府民の生命・財産を脅かす災害

や事故が相次いだ年でした。改めて亡くなられた方のご冥福

をお祈りいたしますとともに、被害を受けられた皆さまにお

見舞いを申し上げます。一日も早い復旧のために、府は、国・

市町村とともに全力を挙げて取り組んでまいります。 

一方で、東京オリンピック・パラリンピックの開催決定、

和食のユネスコ無形文化遺産への登録など、日本の良さが世

界に認められるとともに、国内の景気や雇用情勢に明るい兆

しが見えてきた年でした。また、府内でも、犯罪件数の減少

や有効求人倍率の改善、学力テストの着実な進歩など、さま

ざまな分野で明るい話題もありました。 

今年はこうした希望を、オール京都の取り組みでさらに実

感できるものに変えていく年にしたいと思います。 
 

人こそ京都の力 
 
そのためにも、京都の未来像を明確にして、府民の皆さま

と力を合わせて進んでいきたいと思います。京都は、北は京

丹後市から南は南山城村まで、豊かな自然の恵みと歴史と伝 

統の積み重ねの中で共生を基調とする日本文化を育み、多く

の産業を興してきました。首都は東京に移りましたが、文化

や伝統や職人のこころまで移ったわけではありません。今も

京都は、日本最高の文化と優れた技術力を受け継ぎ、多数の

大学から有為な人材を送り出し続けています。人こそ京都の

力です。人が育ち、集まり、交流することこそ、京都の未来

を輝かせるものです。 
 

京都の元気は交流から 
 
京都縦貫自動車道は来年いよいよ全線開通し、平成２８年

度には京丹後市まで延びて京都の南北軸が完成します。京都

舞鶴港には外航クルーズ船の寄港も増え、新名神高速道路の

着工凍結も解除され、さらに JR奈良線の複線化も進めます。 

この新しい交流基盤の上に、「海の京都」をはじめ京都の

魅力を生かした観光振興、旧「私のしごと館」を活用したオ

ープンイノベーション拠点をはじめとする国際的な研究開

発、東京オリンピック・パラリンピック開催に合わせた日本

文化の祭典や 2021 年の生涯スポーツの国際大会「ワールド

マスターズゲームズ」の開催など、国内外の人の交流、産業

や文化の交流を進め、和食や宇治茶、日本酒、京野菜を日本

全国に世界に発信しながら、京都の元気を創っていきたいと

考えています。 
 

人のこころを原動力に 
 
交流によって人を育て、新しい文化、技術、産業が生み出

される京都には、日本人のこころや生き方、伝統や文化を学

ぶために、世界中からさまざまな人が訪れます。そして、そ

の中から創り出される「人」に対する思いやり、「環境」に

対する優しさなど、世界の人々に共通する「こころ」が、こ

れからの少子高齢化やグローバル化など、私たちを取り巻く

多くの課題を解決する原動力になると信じています。一緒

に、次世代の子供たちが誇れる京都をつくりましょう。 
 

この一年の、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上

げます。 

あけましておめでとうございます。 

 皆様にとりまして，この一年が喜びの多い年となりますこ

とをお祈り申し上げます。 

 さて，この度「和食」がユネスコ無形文化遺産に。また，

世界的な生涯スポーツの祭典「ワールドマスターズゲーム

ズ」の京都を含めた関西開催（２０２１年），東京でのオリ

ンピック・パラリンピック開催と，今，日本が世界から注目

を浴びています。 

 いずれも，京都に伝わる日本文化を発信する絶好の機会。

一躍話題になった「おもてなし」の心をはじめ日本の精神文

化や，京都の豊かな食文化，さらには景観，芸術，学問，も

のづくり…多彩な魅力を市民の皆様と共に国内外へ発信し

てまいります。 

あらゆる京都の強みを結集し, 
未来へと力強く駆ける年に！        

  

京都の力は人、人の交流で京都の 
元気を創り出そう 
 
 
 

       京都府知事  

山田 啓二 

京都市長  
かどかわ    だいさく 

  

そして，そうした京都の魅力，強みは，それらを支えておら

れる市民の皆様の素晴らしい「地域力」「人間力」あっての 

もの。４，５００箇所以上の市民活動の場，市政の最前線を

訪れる中，私は肌でそのことを実感しています。 

 特に昨年９月，大きな被害をもたらした台風１８号の折，

防災・減災，復旧に懸命に取り組まれる多くの皆様のお姿に

その力を改めて感じ，感謝しております。 

 「自分たちのまちは自分たちで守る」。そんな熱意に満ち

た市民の皆様の御活動に力をいただきながら，私も全庁挙げ

ての行財政改革に全力投球。職員数もこれまでに１６，１５

０人から１３，５８０人に削減するなど，厳しい財政状況が

続く中，"民間でできることは民間で"を基本に，着実かつ大

胆に推進しています。 

 財政はなお厳しく，楽観視はできません。加えて，環境や

福祉，雇用，教育，災害を教訓にした安心安全のまちづくり

など課題も山積しています。リニア新幹線の京都駅ルートや

双京構想をはじめ，目指す目標も多彩です。しかし，市民の

皆様と共にあらゆる京都の強みを一層磨き高め，それらを結

集し，果敢に挑戦を重ねれば，いかなる困難も乗り越えるこ

とができる。私はそう確信しています。 

 "馬"に"区"と書いて"駆ける"。午年の本年も，引き続き「奔

"馬"の勢い」で市内全"区"をくまなく"駆け"回り，市民の皆

様と語り合い，現場を直視し，明るい未来へ向けて政策を更

に深化させてまいる決意です。 

 本年もよろしくお願い申し上げます。 
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平成２５年度生活衛生功労表彰受賞者（敬称略） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 10月 27日（日）、平安女学院にて開催

しました。   

 

今年の『京都 SeeL フェア』も好天に恵まれ、幅広

い年代の消費者のみなさまに多数ご来場をいただ

き、ラジオの公開生放送による、生活に欠かせない

サービスを提供する生活衛生業の紹介、生活衛生

同業組合による卓越した技能と確かな味を伝える

ためのステージ披露や個性派屋台、料亭の妙味を

調理室で体験する京料理教室、恒例大抽選会な

ど、生活衛生業の魅力をより身近に知っていただく

ための交流を深めることができました。 

 

イベント後の感想では、「ラジオを聴いていて興味

を持ち来場した」「名店の方から料理を教えていた

だけて楽しかった」「プロの技に魅せられた」「普段

あまりお話ししないお店の方と話せた。親切で話し

やすく、親しみが持てた」「懐かしい気持ちになり、

家族で楽しんだ」など、日常生活の中で地域を支え

る生活衛生業ならではの、親しみやすい雰囲気や

安心感を再認識される声が多数寄せられました。 
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[10月 10日] 京都市立大宅中学校 2年生全 119名 

講師：清水幹央 氏、阿部純資 氏、十二里大平 氏、北村勇人 氏  

（京都府クリーニング生活衛生同業組合） 

プロが取り扱うことのできるドライクリーニングをわかりやすく説明するための実験とアイロン実

演を披露し、衣類の特性を知り、日々学ぶことの大切さを講師の経験を交えて話をされました。

授業後、独自の『京都クリーニング検定入門編』を実施、後日、認定証を生徒たちにおくり交流を

図りました。 

 

[10月 11日] 京都市立加茂川中学校 2年生全 144名  
講師：根津英和 氏                    （京都府理容生活衛生同業組合） 

  仕事をする上で大切なこととは・・・関わる人々と気持ちよく仕事をしていくために欠かせない

事柄や、物事に取り組む姿勢、意識の重要性について話をされ、生徒たちが熱心にメモを取りな

がら聞き入る姿があちこちで見受けられました。実演ではタイトルホルダーの美しい手さばきに生

徒たちの興味が一心に集まりました。 

 

[10月 17日] 京都市立桃山中学校 2年生全 228名  
講師：福永茂輝 氏、冨田健太 氏、芝田優馬 氏、前田裕子 氏 

（京都府美容業生活衛生同業組合） 

  礼儀作法等の勉強をはじめ、多岐にわたる美容師業務を紹介。手先の器用さに関係なく、努

力を重ねた分だけ技術が身につき、一人前になっていく仕事であることを話され、実演では各講

師が経験談を交えながら質問に丁寧に答え、生徒たちがその魅力に引き込まれていく様子が印

象的でした。 

 

[10月 29日] 京都市立四条中学校 2年生全 130名  
講師：堀部和宏 氏、河村浩哉 氏、太田一樹 氏、村上源太郎 氏 

（京都府麺類飲食業生活衛生同業組合） 

  そばを打つ際に必要な作業や、おいしく食べる条件について説明をされ、グループに分かれ

ての実演では、普段接することのない技に生徒たちの歓声が響き渡りました。一転、仕事に対す

る職業観のお話では、講師の実感のこもった強い想いに生徒たちは真剣に聞き入っていました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 11月 21日（木）、京都ガーデンパレス「鞍馬の間」に

おいて研修会を開催しました。 

多くの方にご参加をいただきましてありがとうございました。 

「みんなに慕われる（魅力ある）人間になるために」 
～か・き・く・け・こ 人間になろう～ 

平安女学院大学学長・公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター代表理事  

山岡 景一郎 氏 

か・・変えるのは相手ではなく自分 

き・・強調する姿勢がいつも大切 

く・・工夫なしに魅力は生まれてこない 

け・・見識を広めるための読み書き聞くを常習に 

こ・・行動力ある人間にチャンスが訪れる 
 

 『成功の秘訣は、成功するまでやり遂げること』 

平成 25年 12月 15日（日）京都市中京区・ハートピア京都にて開催し、71名の方
が受講されました。 
『衛生法規及び公衆衛生』では、元京都府宇治保健所衛生課長・塩見 修講師より、

クリーニング業にはなぜ衛生法規による規制があるのか、お客様と業務従事者自身の
安全と健康を守るためのコンプライアンスの徹底と衛生管理、感染症予防対策等につ
いて詳しい解説をいただきました。 
『洗濯物の受取、保管及び引渡し・洗濯物の処理・繊維及び繊維製品』では、繊維

製品品質管理士である西山 誠講師より、お客様へ適切な情報提供をおこなうために
必要な基礎知識や JIS絵表示改正、トラブル事例、工場における洗浄剤の混合危険な
どについて解説をされ、業態や職種を問わず“業務従事者も消費者にとってはプロフ
ェッショナルである”ことを意識づける意義のある講習となりました。 
 

平成 25年度第 1 型クリーニング師研修は、平成 26 年 2 月 2 日（日）（京都平安ホテル）で開催します。 
■対象者の方には受講案内を郵送しております。申込締切日は平成 26 年 1 月 17 日(金)までです。■ 

 

冬は特にご注意！！ノロウイルスによる食中毒の予防について 
食中毒は夏だけではありません。ウイルスによる食中毒が冬に多発しています。 

正しい知識と予防対策等について、理解を深め、対策を徹底しましょう。 

 

 

 



 

 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「和食 日本人の伝統的な食文化」がユネスコの無形文化遺

産の登録に決まり、京の料理人がその魅力を伝えるために長年

取り組まれてきた様子がニュースに数多く取り上げられました。 

その中でフランスの料理人が『わたしたちの料理は点であり、

あなたたちの料理は線である。』と伝えたという話が印象的でし

た。出汁ひとつ、多くの人が関わっていることに感謝し、素を生か

し、磨き、引き継いでいく。そこに哲学があると表されたといいま

す。当センターの後継者育成支援事業においても、生活衛生業

のプロ達が常に学生に語りかける言葉がそこにあり、改めてその

一端に関われていることに感謝し身が引き締まりました。五味五

感を磨き精進いたします。本年もよろしくお願い申し上げます。純 

京都府生活衛生営業指導センター事業のお知らせ 
 
 

 新しくお店を開業されてはじめて

確定申告書を作成される方や、税

務に関するご質問について、税理

士による個別無料相談を受けられ

ます。 

確定申告時期直前のよい機会

ですのでぜひご利用下さい。 

ご予約は、当指導センター 

TEL（075）722-2051 
までお願いいたします。 

税
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２月は標準営業約款（Ｓマーク）登録月です。 


